
るために、直播水稽の生育温程を移植のそれき

比較検討して次の結果を得ft_o

(1)直傍JJ<.稲の生育過程は順調であるが、移

植のそれは移椋によって]時生育は停滞する.

. (2)移紘が直播i二比しτ稲の生育上特に有利

なりさ主主ふ賦~認めない.

cn現賓の水稲栽培に於ぞー般i二行はれτゐ
る移植は、水稲そのものの第一義的な必要に基

〈ものではなくて義培上の第二義的な要求に基

〈ものであるから、それは別に解決さるべき問

題でありν往つ官、又、解決し得る問題であ

る.

水稲の直播栽培に闘す 3研究第2報

直播水稲の陸作に闘する研究(その1)

農事士宮岡金市 宅章

1.研買の隈題 吾々が基礎的研究さじて そして6月中切に裏金刈取り、撒町中耕、除草

ポツ干にて行った「水稲の漉慨に闘する研究l を行ひ、分襲終了後7月下旬に陸稲韓培の如5
4農態研究、 34.36傘、農業及園事、 2(')18-4蹴 畦聞の土そ南側の倍に土寄しで畦を立て、畦溝

iこ掲載)によって明らかにせられたさころは、 を疏71<.謹j隠さし、幼憾形成期前の8月1日tJ、ら9

幼穂形成期前までの水稲生育の前学期は、王壊 月10同の出f密閉まで雨天の日を除き毎日 1回畦

水分が飽和実量の70%、あれば搭水枕態ミ盛りな. 溝iこ流7~ì謹獅をした。砂質の畑地であるから、
き生育をなすといふこさであり、叉、弱憾形成 擢j低水は湖水するこさな〈、揚水ポシブの漣時

期制より充分CT)漉j債をなせば、最も良き締果ゃ 停止さ共lこ溶透して、しまったのであるQ 9月16

得る古いふこさである。呆しでも掠宮ば、賓地の 日以後は摘の葉が萎凋する時にのみ流水謹携を

義培に於て幼摺形成期的から梢A頻繁に温水す したのでt)る。その結果、立浪な水稲が陸作き

れば、水簡が畑地に於でも陸作され得る筈であ ‘'れ得、衣に調査bた域績を官E越する。

る。これは賓地試強占ニ於て憤誼されなければな . I・研究の結果

らない問題である。この問題は、漏水田に於は くね桑閣を開懇し、甘藷を栽培しτゐた畑地

る揚水ポンプによる合理的・経済的な濫i蹴方法 の芽間へ水稲を直矯し、幼穂形成期直前から 1

を確立するためにも、護漏水の不足地に於ける 日1回世識に流水濯i既し大陸作水稲。

新開墾地に水稲作哉培を可能にするためにも、 (2)桑園令開墾し、陸宿舎栽培してゐた自然

. 71<.棺の陸作に闘する研究協必要訣「べからざる 樺概の可能なところの畑地の穿間へ水摘を直鰭

もみであ話 し、幼欄形清明前か5出来るt:けi甚71<.猫概した

E・研究の方法 河川昨の桑閣を開墾して 牛陸作水稽.

各作に妻、夏作に甘藷、陸栢等を韓培して，ゐた (3) 従来から71<.帽をi甚水謹海移植哉培してゐ

畑i二、米t1j増産のために石油費動機3と原動力三 ?こ伊地の穿間人水簡を直矯し、幼穂形成期前か

ナる揚水ポシ:グを据付けて謹i既設備;aじたので らi甚71<.謹j慨した牟陸作水間三、普通湛71<.壇j慎重喜

あるが、謹j低水が凄透して描7，1{するこさが出来 杭栽培と同様の瀦j師会行。?ニ水田作水稿。

学、借コで在来のi甚71'瀦概惨植韓培を行つては め従来から水柄引甚水産概移植哉培してゐ

水稲義培が殆ん品不可能なのであるσ このやう た岡地末、穿刈取後に耕起・整地・代掻して措

な砂慣の新開墾間約 6民歩~農家の積極的11 申 71<.灘瓶移粧哉培した水回作水稲

出によ""て試験地さ l.:f:. その研究結果は表に示して居る如〈であっ

睡聞が1・8尺-2・0尺の菱聞に昭和18年5月I日 主、この結果は段培地の査刈調査~行ったので

水稲 r日之出J並に「近畿25班1等の耐卒性・ ある。それによれば、水稲と調へEも「植i債の

耐病性、特に、稲熱病に強い品種ぞ直槽 ~.d:o. 法則 に徒ふならば陸作するごさが可能である

-~~ ~) 



直婚陸・4ド睦・水阿作比較表
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睡 5.10 1.43 12.68 日ノ H 

11 6.21 12712.40 11 1" 

211 if(縛$陸作
1/ 1 7.04 1 1.制 2.781 N 

S隠
ード怨作 回 918IS10 212tl 

J 

.矯水田作
市 9.10 I 2.33 I 2.oO日ノ

4医 穆償l水帥
11 11却 02Vlm
" I 5.0O I 1.10 I 2.20 I 11 

のみなら今、水田作のものに劣らない牧量をあ

げ得るこさが貰控されたのである。又、幼誕;形

成期以後湛JJ<.濯概して.!f陸作しfζものも水図作

以上の*量~あげてゐるのである。

ニーれ等の寅地試l，t地は、ぞの試験地句性質土

地力が全部均しいさいふわけではな.<、特に、

従来畑地であったとニゐへはじめて水拡を義塙

しJt12ニろもあるさいふやうな特殊事情そも考

*レ1.tりればならないが、それにしても riii艇
の研究 によって明らかにせられた「革棋の法

則」に従って遭水すれば、水摺の陸作が可能で

あるさいふこさ、丸、幼穣形成期以後潜水漕満

しτ合理的に守陸作すれば、移植による水田作

以上の牧撞があげ得られるさいふ，ニとは、注目

すべきことfある。

IV. .察及摘~ r*簡の謹溝口闘する研

究Jによっτ明らI)、iこせられたさころの「濫j債

の法則iJIC縫って、水簡を直婚陸作、又は、直

埼玉ド陸作して衣のωき結果ぞ得たのである。

(1)水倍を萎聞に直指し、幼儲形成期前から

1日1幽の流溝謹統-i-すれば、.畑地に於t草作し

得、官、併も、 i甚*趣j低移紘哉暗に劣らぬ』肱量ぞ

あけ'得るニミ。

(~ *砲を~聞に直婚し、，幼穂形成期前かち

i甚水謹i既をする宇陸作t二於ては、湛*溢i鼠移統

裁泊以上の*量をあげ得ゐこさ。

こ0研究結果は、水摺IJi監減じ闘する貰砧主

的な研究結果~賞謹するものであると同時i亡、

新聞型地ω新しい稲作方法の確止に1討して重要

な示峻-a-匙へ、漏水剖の護甑方法の合理化に通話

してもよちよき厳罰しを奥《るものであるo " 

... 

農業の近代化ご資本構成

佐 藤

I 農業生産の近代化乃至開度化は、農村が

貨幣経桝に入り込み多少さも市場生産が行はれ

るやうになったミき、市揚じ於りる競争さ盤カ

のため必撚的にたもむかざるを得ない方向であ

る。食業者は市場に於ける鼠舎の摩jJに打if#つ

ため伝は、自己の経管主資本的に集約化しモの

生産方法~高度化する以外に詮はない。しかし

とれは極めて圃式的表現であって、現賓にはそ

の経管のもつ自然的枇曾的保件の如何によって

すなわち特定の生産保件の下に於τは甚だ歪め

られ先生産形態をきるものである 例令ばわが

困の場合、島村の強い人口座、Jj、零蜘経管、封

建的高利貸的土地所有今きたの農地制度改革は

との面に闘する封建性の打依に役立つだらう〉

一 長E

殆ん~費本の蓄積の亦可能な経営の循環、低捧

賃等めftl:fj的傑件、また一方集約的水間農業4二
酒したモシスーシ的風土さいふ自然的保件、こ

ういった生産保伴の下では貨幣鹿済の1M:tは経

替の資本集約化による生産右法の重量展を刺戟す

る住りに却って逆に農業者の持働強化さいふ結

果になり勝ちであるニさはあらためていふまで

もtj.い。とこには藤展の代りに停滞があ.る.し

かし慨を資本集約化し生労法倒的ヒ切

るこ三、すなわち生産の迂回度を大をくする ζ

さは資本主義枇舎の鷲展法則であるから、少L

でもこれに到す'.i抵抗線の弱いさころでは、仮

令歪められた形で・あるにせよ、それ棺嘗め2訴し

い鷲展が見5れる。とのこさはわが国に於ても

(32) ';_S2-


